
ケ月）の混合型経年乳歯萌出資料を用い歯種別に乳歯萌出月齢を求めた。又、核型の乳

歯萌出に及ぼす影響を検討するため甲状腺機能に異常のないダウン症児32名（トリソミ

ー一　27名、モザイク5名）の萌出月齢のstandard　score（岡本の乳歯萌出時期を標準

値とした）を求めた・更に身長・体重に及ぼす影響と比較した。

8．接着性コンポジットレジンの臨床統計的観察

。中尾哲之（福岡市・中尾小児歯科）

毛利元治（福岡市・もうり小児歯科）

　私の診療室では、乳歯の歯冠修復に接着性コンポジットレジンを広く使用している。

今回、その接着性コンポジットの臼歯部における臨床評価のため統計調査を行ったので

ここに報告する。対象は、昭和55年3月より本院を訪れた新患300名のうち、コンポジ

ット修復を行った症例である。調査内容は、年齢、う蝕状態、充填部位、形態、臨床経

過等である。観察期間は、充填後短期間のものから最長39カ月間にわたっていた。

9．乳歯コンポジットレジン冠の

　　　　臨床成績並びにSEMによる観察

。後藤譲治，細矢由美子，中村友美

（長大・歯・小児）

　コンポジットレジン冠は乳前歯の審美的な修復どして多用されているが、その臨床成

績の報告は極めて少ない。

　そこで、乳前歯に対して応用されたコンポジットレジン冠87例について、最長1480日

にわたる臨床観察を行った。

　また、交換期にいたり抜去した6例については冠縁の状態等を走査型電子顕微鏡によ

って観察を行っだので報告する。

（10）
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